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　　　　　　　　　　　        豊かな学びで未来を拓く埼玉教育　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　橋本　浩
お子様の入学・進級、誠におめでとうございます。令和3年度は、１年生１６名が入学し、通常学級６学級、特別支援学級１学級、全校児童１０９名でスタートしました。
標題の「豊かな学びで未来を拓く埼玉教育」は、埼玉県教育振興基本計画で示されている理念です。理由として「社会の変化を予測することが困難なこれからの時代においては、主体的に社会に関わり、多様な人々との交流を通じて、新たな価値を創造し、人生や社会の未来を切り拓くことのできる力が求められます。」と述べられています。
「先行き不透明」「予測不能な社会」「変化の激しい社会」「AI等の人工知能の発達により今ある職業がなくなり　今はない職業ができる」等、不安を煽るような言葉を聞いたり見たりする毎日です。私事で恐縮ですが、私が中学校の教員になった昭和の終わりには、文書作成機能のみのいわゆる「ワープロ」の出始めでした。当時、副担任の私の仕事の分担の一つに保護者宛の文書を「打つ」ことがありました。学年主任が書いた手書きの文書を和文タイプライターで打つのです。それから３０年以上経ち、ワープロを経て今ではパソコンを扱っています。現在、国のGIGAスクール構想によって、児童生徒一人に一台パソコンが貸与される時代となりました。自動車も自動運転、買いたい商品もドローンで届けられ、家電製品の操作も遠隔でスマートフォン等からもできるという状況になりつつあります。昭和の終わりには想像もしていなかった「夢のような生活」が急速な技術革新により現実のものとなっています。
ICTの発達によりコロナ禍、大学等ではリモートでの講義を行っています。埼玉大学のアンケートによると６割程度の学生がリモートの講義（授業）に満足と回答しているようです。しかし、小学校では「対面」によって子どもの表情や行動を見てこそ授業を進められるものです。県が目指しているように未来を拓くには人と人との交流が大切です。そういった意味で学級・学校は学びの場として重要です。人は人で磨かれるからです。
未来を拓くことができる大芦小の児童を育成するべく、教職員一丸となって、児童一人一人、個に応じたきめ細やかな教育を邁進してまいります。保護者の皆様、地域の皆様のご協力、ご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
　学校教育目標とめざす児童像・経営方針
　学校教育目標　 自分から意欲的に活動し、心豊かで、たくましい大芦小の子を育てる　　
　
目指す
児童像　　　　　　　　　　　　　　　
本年度の経営方針　　　子どもたちの笑顔が輝く、地域とともに歩む学校　
１　確かな力を身につけ、自立した子どもの育成を目指す。　　　　 【自立】
２　家庭・地域と連携を深め、地域に根差した教育を行う。　　　　 【連携】
３　全教職員が協力し合い、団結して学校教育目標の実現を果たす。 【団結】

４　命を大切にする教育を進める。　　　　　　　　　　　　　　　 【生命】
鴻巣市立大芦小学校　　学校だより　　　　　　　　　　　　　令和３年４月８日
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《　大芦小ＨＰ　https://oashi-e-konosu.edumap.jp/  検索　》　





思いやりのある子


（笑顔いっぱい）


・いつでもどこでもあいさつと返事のできる子


・相手の気持ちを考えて行動できる子





進んで学ぶ子


（意欲いっぱい）


・人の話をしっかり聞ける子


・自分の考えを、進んで表現


　できる子





やりぬく子


（元気いっぱい）


・健康で体を鍛える子


・粘り強く最後までやり通す子








